
 

 

  挑 戦 者 で あ れ！！ ～自分の可能性・信じる力～  
 

校長 前田 敦子 

 

３月１９日（火）は、「第７７回 寿都小学校卒業証書授与式」を挙行し、１７名の卒業生が巣立っていきま

した。ご多用の中、ご臨席を賜りましたご来賓、保護者の皆様に心からお礼を申し上げます。 

卒業生の巣立ちの言葉では、一人一人がまっすぐな言葉で、家族への感謝の気持ちを伝えました。普段は、家

族との会話を避けたり、反抗する態度を見せたりすることもあったと思いますが、どんな時もそばで支えてくれ

たのは家族であったことを、子供たちは感じていました。普段は恥ずかしくて言えない感謝の言葉も、節目の時

だからこそ素直な気持ちで伝えようとしていました。涙をこらえながら最後まで言葉を届けようとした卒業生

は、とても立派でした。会場は温かな空気で包まれ、とても素敵な卒業式になりました。  

卒業生とともにＰＴＡを退会される皆様には、長い間のご支援・ご協力をいただきましたことに、改めてお礼

を申し上げます。ありがとうございました。 

 

本日、今年度の教育課程をすべて終えました。 

４月にマスクの規制が解け、コロナ禍を乗り越えた学校は、新たなスタートを切りました。「１年生を迎える

会」は、4年ぶりに全校が集まって開催しました。子供たちの笑顔が体育館にあふれ、やっと学校が学校として

あるべき姿を取り戻せたような気がして胸がいっぱいになりました。 

コロナ禍で私たちが失ったものはありましたが、子供たちとの距離を取らざるを得なかった経験を経たからこ

そ、気づいたことがたくさんあります。 

確かにオンラインの授業や自分一人で頑張ることはできるけれど、友達と協力し、苦労してやり遂げた時の達

成感は、一生の思い出になること。手をつないだ時の温かさや、笑顔や笑い声を共有できる空間は、学校生活の中

で無くてはならないものです。 

 

今年は、「挑戦 第２章 ～自分を信じる力～」に向かって、子供たちと教職員で歩んできました。子供たちの

たくさんの挑戦は、そのまま成長へとつながっていきました。それは、学校だけでやり切れたことではありませ

ん。たくさんの人とつながって、皆さんの支えがあったからこそできた挑戦だったと思います。 

「挑戦者であれ！！」 
自分への挑戦。それは、やがて、自らの可能性を広げていきます。挑戦に失敗はつきものですが、人生に失敗は

ない。不確かな失敗におびえるよりも、自分と向き合い挑戦していく方が、楽しい生き方に繋がっていくと思い

ます。どんな時も支えてくれる人がそばにいる。それを子供たちが感じながら、安心して挑戦できる、学校・家

庭・地域でありたいと思います。 

 

結びになりますが、今年度の本校の教育活動に対しまして、保護者・地域の皆様、関係諸機関の方々に、ご支

援・ご協力いただきましたことに心から感謝申し上げます。 

今後も、寿都小学校にご支援を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 
 

 

  
 

 
 

寿都小学校 学校だより 

令和５年度 第１２号 

令和６年３月２５日発行 

【教育目標】 

自分を伸ばし 広い心でがんばり通す 寿小の子 

 ・よく考え、進んで学ぶ子 「知」 

 ・明るく思いやりのある子 「徳」 

 ・強く、たくましい子   「体」 

【今年度の重点目標】 

自分の言葉で伝える 自分らしく学ぶ 

～自分を信じる力～ 



３月 19 日（火）に、第７７回卒業証書授与式を挙行し、１７名の卒業生が寿都小学校を巣立っていきまし

た。久しぶりに１～５年生の児童も参加し、卒業生をみんなで送りだそうという温かい雰囲気に包まれました。

卒業生も涙、見送る側も涙、感動的な卒業式でした。来賓の方々からも、出席した保護者の方々からも「素晴ら

しい卒業式でした」と言葉をかけてくださいました。 

   

３月１日（金）、６年生を送る会が行われました。各学年が工夫した出し物を行い、お世話になった６年生

へ感謝の気持ちを表しました。こちらも全児童が集合しての会は久しぶりでした。やっぱりみんなで笑って、

楽しんで、ありがとうを伝えては、いいものですね。心温まる６年生を送る会となりました。 

  

 

 ２月２９日、５年生が役場で「まちづくり」の提案を

しました。５年生一人ひとりが考えたまちづくりの提案

を役場の方々、社会福祉協議会の方々、警察の方々にプ

レゼンテーションソフトを使って発表しました。緊張感

たっぷりの中、まさに本物、まちづくりのプロの方々に聞いてもらえる経験は大変、貴重なものでした。皆さ

んから「大人では思いつかない、子どもたちの発想のすばらしさ」をとても褒めてもらいました。講師の方々も本音

で語ってくれて、きれいごとだけでは進められないまちづくりの難しさにも触れることができました。来年度

以降も持続的に続けられるようにしていけたらと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月２６日から、４月５日までは春休みとなります。子供たちにと

っては、新たな学校生活への夢や希望に胸を弾ませる時期です。新

学期のスタートをスムーズに迎えるため、次の点を意識して春休み

を過ごすよう、ご家庭のご協力をお願いいたします。 

〇「早寝・早起き・朝ごはん」の生活リズムを維持する。 

〇学習する習慣を維持するため、復習を中心とした家庭学習を行う。 

〇運動不足を解消するため、安全に配慮して適度な運動を行う。 

〇ゲームやタブレット、スマートフォン等については、お家の人と時間や利用ルール

を話し合い、決めた約束事をきちんと守る。 

新年度は４月６日（土）からスタート 

４月６日（土）から令和６年度がスタートし

ます。新２年生～新６年生の４月６日の予定は

次のようになりますので、ご確認をお願いいた

します。 

１ 登校時刻  ８時００分 

２ 日  課   ３時間日課 

           ８時１５分～ 着任式・始業式・学活 

９時３０分～ 入学式 

３ 下校時刻 １１時２０分頃 



退職・転出職員より～ 

今年度をもって、寿都小学校を離れられる職員7名からのご挨拶です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レジリエンス とは、「ストレスやプレッシャーから回復するための力」 

 

「感謝」を形にする方法 
感謝することは、心身に好影響をもたらすことは、前回 

お伝えしました。それを形にする方法は？ 

〇その日「うまくいったこと」を３つ思い出してみる。 

〇「ありがとう」を手紙にする 

〇〇 〇〇 校長  ［退職］ 

寿都町を離れることが、まだ、イメージできないでい

ます。10年前、教頭として赴任し、まさかの１年間で

の異動となってしまいましたが、この町の魅力に見事

にはまってしまいました。素直に一生懸命頑張る子供

たち。子供たち以上に元気で楽しい保護者の皆さん。そ

して、深くて温かい懐で学校を支えてくれる地域の皆

さん。皆さんの温かさに甘えながら、何とかやってきま

した。感謝の気持ちは言葉では伝えきれません。 

 しばらくのんびりしていますので、どこかで見かけ

たら「あっちゃん」と声をかけてください。本当にあり

がとうございました。 

〇〇 〇〇 教諭  ［退職］ 

理科室から見える広大な海、季節によって様々に色

を変える山々。また、エアコンや電子黒板など充実し

た学習環境。そして、いつも明るく素直な子どもたち。

寿都小学校で子どもたちと過ごせたことに感謝してい

ます。これからも明るく、色々なことに「挑戦」し続け

る寿都小学校であってほしいと思います。保護者、地

域の皆様、ありがとうございました。 

〇〇 〇〇 教諭  ［〇〇町立〇町小学校 教頭昇任］ 

寿都小学校へ赴任して、あっと言う間の６年間でし

た。公私にわたり、たくさんの保護者の方々や地域の

方々に支えられた６年間でした。大好きな寿都町を離

れるのは寂しいですが、新しい赴任地では、寿都の寿

都町で学んだことを生かしながら頑張っていきます。

寿都町のことは忘れません。本当にありがとうござい

ました。 

〇〇 〇〇 養護教諭  ［〇〇町立〇〇〇〇中学校へ］ 

寿都小学校へ赴任して早4年。仕事も北国生活も

0からのスタートでしたが、素直で優しく、元気いっ

ぱいの子どもたち、明るく協力的な保護者の皆様、温

かい地域の皆様、おいしい海の幸、絶景の夕日、他に

もたくさんの魅力と支えの中で過ごすことができ、心

から感謝でいっぱいです。寿都での経験を糧に、これ

からも頑張ります。寿都の子どもたち、保護者の皆様

もいつまでもお元気でいてください。4年間ありがと

うございました！ 

〇〇 〇〇〇 栄養教諭  ［退職］ 

寿都小学校に着任してから3年間、子どもたちや地

域の皆様に支えられながら仕事をさせていただきまし

た。子どもたちの「今日の給食楽しみ～」「おいしかっ

た～」という言葉が本当に嬉しかったです。とても励

みになりました。寿都の子たちがどんどん挑戦して

色々なことができるようになっていく姿を見て、私も

もっともっと頑張りたいなと思います。３年間本当に

ありがとうございました。 

〇〇 〇〇 事務職員  ［退職 〇〇市立〇〇〇中学校へ］ 

寿都小学校に異動してきてあっという間の２年間で

した。着任してからずっと保護者の皆様、子どもたち

のあたたかさにふれ、やりがいをもって日々働かせて

いただきました。地域の皆様が学校の外でも話しかけ

てくださることや、子どもたちが当たり前のように「〇

〇さん」と呼んでくれることは、直接の接点が少ない

学校事務としてとても嬉しく、励みになりました。寿

都町での２年間を大切に、今後も頑張ります。有難う

ございました。 

〇〇 〇 公務補  ［退職］ 

寿都小学校では、2年7か月お世話になりました。正に夢のような2年7か月でした。こんなにも小学校とい

う職場で過ごした時間を短く感じたことはありません。明るく優しく穏やかな孫みたいな子どもたち、学校を温か

い目で見守りご支援くださった先生方、保護者の皆様、心安らぐ素晴らしいふるさとの風景、とても楽しい毎日を

送りました。私事都合で転職となりますが、また、学校関係なので会える機会があると思いますので、ぜひ、顔を

見たら声をかけてください。本当にありがとうございました。 

先日の卒業式では、卒業生か

らお家の方へ「感謝の気持ち」

が伝えられました。その瞬間、

その 1日、前向きないい日と

なりませんでしたか？そんな

「感謝」を形にした積み重ね

が折れない心を育んでいきま

すね。 


